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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計期間

第67期
第１四半期連結
累計期間

第66期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 4,360,673 4,972,907 17,784,651

経常利益（千円） 221,711 205,043 628,736

四半期（当期）純利益（千円） 145,076 184,668 387,039

四半期包括利益又は包括利益（千円） 204,482 239,175 612,898

純資産額（千円） 4,297,100 4,887,484 4,705,516

総資産額（千円） 10,295,164 10,978,921 10,560,377

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 25.98 33.10 69.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 40.9 43.5 43.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の景気低迷継続の影響から先行きの不透明感はある

ものの、米国経済は堅調で、また、円高の是正から輸出が回復傾向にあるなど緩やかながら景気の回復が継続し

ました。

　わが国の工作機械業界、当第１四半期連結累計期間の受注額は、中国向けの低迷と国内需要の不振等から前年

同期比１４．５％減となりましたが、北米向けが好調で中国向けの回復も期待されることから受注が回復する

可能性が見込まれております。

　こうした環境下、工作機械を主力取扱い商品とする当社グループにおいて、当第１四半期連結累計期間、海外

部門では、アジアや北米を中心として受注・売上とも増加し、国内部門も受注・売上が増加しました。

　上記の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は４９億７千２百万円（前年同期比１４．０％増）、営業利

益は１億７千２百万円（前年同期比２２．０％減）、経常利益は２億５百万円（前年同期比７．５％減）、四

半期純利益は１億８千４百万円（前年同期比２７．３％増）となりました。

　セグメントごとの業績は次の通りであります。

日本

　工作機械の受注が回復し、当第１四半期連結累計期間の売上高は３２億７千６百万円（前年同期比２０．

１％増）となりました。営業利益は、経費削減に努めたものの４千８百万円（前年同期比１４．１％減）とな

りました。

北米

　自動車メーカー関係向けの受注が増加し、当第１四半期連結累計期間の売上高は６億１千６百万円（前年同

期比４．７％増）となりました。営業利益は、３千６百万円（前年同期比７９．４％増）となりました。

欧州

　自動車メーカー関係向けの受注が回復し、当第１四半期連結累計期間の売上高は９千２百万円（前年同期比

７．５％増）となりました。営業利益は、経費削減に努めたものの０百万円（前年同期比４４．５％減）とな

りました。

 アジア

　自動車・２輪車メーカー関係向けの受注が増加し、当第１四半期連結累計期間の売上高は９億８千８百万円

（前年同期比３．１％増）となりました。営業利益は、経費削減に努めたものの７千６百万円（前年同期比３

１．１％減）となりました。
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（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は１０９億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億

１千８百万円増加しました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べ、４億５千７百万円増加し、７８億９千３百万円となりました。これは主

として受取手形及び売掛金の増加によるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ３千９百万円減少し、３０億８千４百万円となりました。これは主として

投資有価証券の減少によるものであります。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ２億７千３百万円増加し、５２億９千５百万円となりました、これは主と

してその他に含まれる前受金の増加によるものです。

　固定負債は前連結会計年度末に比べ３千７百万円減少し、７億９千６百万円となりました。これは主として役

員退職慰労引当金の減少によるものです。

　純資産は４８億８千７百万円となり前連結会計年度末に比べ１億８千１百万円増加しました。これは主とし

て利益剰余金の増加によるものであります。

　

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に対する重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

（４）研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,858,000

計 23,858,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,158,000 6,158,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 6,158,000 6,158,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
－　 6,158,000－　 397,500 　－ 280,300

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　574,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,582,700 55,827 －

単元未満株式 普通株式　   　 600 － －

発行済株式総数 6,158,000 － －

総株主の議決権 － 55,827 －

　　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社トミタ

東京都中央区銀座８丁目

３番10号　
574,700－ 574,700 9.33

計 － 574,700－ 574,700 9.33

（注）平成25年６月10日の取締役会決議に従い、自己株式14,000株を取得しており、当第１四半期会計期間末日現在の

自己株式数は588,718株であります。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,798,428 2,014,026

受取手形及び売掛金 ※
 3,648,147

※
 4,546,830

商品 387,414 760,999

その他 602,347 572,134

流動資産合計 7,436,338 7,893,991

固定資産

有形固定資産 1,121,688 1,121,503

無形固定資産

その他 43,535 47,243

無形固定資産合計 43,535 47,243

投資その他の資産

投資土地 830,074 830,074

その他 1,150,230 1,106,997

貸倒引当金 △21,490 △20,890

投資その他の資産合計 1,958,815 1,916,182

固定資産合計 3,124,039 3,084,929

資産合計 10,560,377 10,978,921

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 3,960,875

※
 3,925,684

短期借入金 305,860 278,344

未払法人税等 111,922 70,434

賞与引当金 43,650 22,050

役員賞与引当金 23,000 －

その他 576,355 998,756

流動負債合計 5,021,664 5,295,270

固定負債

退職給付引当金 1,342 1,563

役員退職慰労引当金 261,114 228,633

その他 570,739 565,968

固定負債合計 833,196 796,165

負債合計 5,854,860 6,091,436
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 397,500 397,500

資本剰余金 280,300 280,300

利益剰余金 3,546,523 3,680,942

自己株式 △116,156 △122,132

株主資本合計 4,108,167 4,236,610

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 253,097 247,436

繰延ヘッジ損益 △21,999 △31,993

土地再評価差額金 393,071 393,071

為替換算調整勘定 △124,505 △74,291

その他の包括利益累計額合計 499,664 534,223

少数株主持分 97,685 116,651

純資産合計 4,705,516 4,887,484

負債純資産合計 10,560,377 10,978,921
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,360,673 4,972,907

売上原価 3,691,634 4,295,394

売上総利益 669,039 677,513

販売費及び一般管理費 448,311 505,430

営業利益 220,727 172,082

営業外収益

受取利息 231 112

受取配当金 6,093 6,339

受取賃貸料 17,051 19,034

為替差益 － 13,045

その他 10,098 11,921

営業外収益合計 33,474 50,452

営業外費用

支払利息 1,457 1,495

不動産賃貸費用 7,128 6,174

為替差損 17,723 －

その他 6,181 9,821

営業外費用合計 32,491 17,491

経常利益 221,711 205,043

特別利益

固定資産売却益 198 350

投資有価証券売却益 － 65,118

特別利益合計 198 65,468

特別損失

固定資産除却損 － 61

特別損失合計 － 61

税金等調整前四半期純利益 221,909 270,450

法人税、住民税及び事業税 24,718 71,276

法人税等調整額 38,675 9,097

法人税等合計 63,394 80,374

少数株主損益調整前四半期純利益 158,515 190,076

少数株主利益 13,439 5,407

四半期純利益 145,076 184,668
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 158,515 190,076

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,627 △5,661

繰延ヘッジ損益 － △9,993

為替換算調整勘定 84,594 64,754

その他の包括利益合計 45,966 49,098

四半期包括利益 204,482 239,175

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 183,702 219,227

少数株主に係る四半期包括利益 20,780 19,947
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 53,782千円 52,882千円

支払手形 365,391千円 359,606千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び投資その他の資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 9,493千円 10,828千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式  27,916千円 ５円 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式  50,249千円 ９円 平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円） 

　 報告セグメント　
合計　

　 日本 北米 欧州 アジア

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上

高
2,728,212 588,344 85,735 958,381 4,360,673

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

624,925 611 347 6,944 632,828

計 3,353,137 588,955 86,083 965,325 4,993,501

セグメント利益 56,939 20,440 561 110,393 188,334

 　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円） 

利益 金額

報告セグメント計 188,334

セグメント間取引消去 32,393

四半期連結損益計算書の営業利益 220,727

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円） 

　 報告セグメント　
合計　

　 日本 北米 欧州 アジア

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上

高
3,276,203 616,272 92,200 988,231 4,972,907

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

787,006 1,030 38 5,537 793,613

計 4,063,210 617,303 92,238 993,769 5,766,521

セグメント利益 48,938 36,666 311 76,007 161,924

 　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

（単位：千円） 

利益 金額

報告セグメント計 161,924

セグメント間取引消去 10,157

四半期連結損益計算書の営業利益 172,082

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 25円98銭 33円10銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 145,076 184,668

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 145,076 184,668

普通株式の期中平均株式数（株） 5,583,282 5,578,667

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社トミタ(E02668)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月13日

株式会社トミタ

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 石戸　喜二　　印

 
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 平井　肇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トミタの

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トミタ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。  

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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